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五十子合戦・鵜森 先人達の足跡
～ 戦国は五十子からはじまった ～

日時 令和２年11月９日（月）
11月16日（月）

AM10：00～

廻り場所 東五十子・鵜森
集合、食事は「てんぐ茶屋」

案内人
NPO法人本庄ファンクラブ

今井 玲子

同行スタッフ
つきみ荘

倉林 律雄
設楽 博一
金子 美穂





身近なパワースポット

ハイキング

『五十子合戦』
いかっこかっせん







そもそも五十子合戦（享徳の乱）が始まったきっかけは何でしょう？

第４代将軍足利義持には４人の息子がいました。長男が将軍を継ぎ、ほかの息子は室町
幕府の慣例によって全員出家しました。ところが、第５代将軍となった義量は酒に溺れて
２０歳で亡くなります。後継者をくじ引きで決め、第６代将軍に義教が就任しました。
まさかのくじ引きで面白くないのが鎌倉公方の持氏です。 何かにつけて将軍に逆らい、
自分の息子が元服するときに、義久とつけました。 本来なら「義」の字は将軍家しか付
けてはいけなく、この場合将軍の「教」をもらって「教久」とでもするべきだったのでしょう。
関東管領の上杉憲実はこのままでは将軍から討伐令が出てしまう、と持氏を説得しまし
たがいうことをききません。それどころか、持氏は上杉憲実が
自分の職を狙っていると思い始め、憲実の討伐令を各地に
出します。憲実は将軍に直談判。朝廷から持氏の討伐令を
出してもらいます。ついに永享の乱のはじまりです。
憲実が平井城に戻ると、持氏は鎌倉から平井城へと進軍し
ます。一方、将軍側は鎌倉に向かって進軍していきます。
結局、持氏は憲実に敗れ、鎌倉へと逃げ帰りますが、将軍
義教は総攻撃し、持氏と義久は自害させられました。

第４代鎌倉公方
足利持氏の墓
（鎌倉市別願寺）

児玉さざえ堂のある成身院
の中興開基

第１０代関東管領
山内上杉憲実

永享の乱の翌年、足利学校を再興

永享の乱 永享１０年 (１４３８年）
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享徳の乱 1455～1483年

（五十子合戦）
五十子合戦は、永享の乱によって父・兄
弟を失った足利成氏による、敵討ちとし
て始まった戦です。
上杉憲実の息子憲忠を暗殺し、その後
房顕との長い合戦が始まり、にらみ合い
の小競り合いといった戦です。時には激
しく滝瀬・小和瀬あたりで繰り広げられ
ました。五十子城は合戦が始まって2年
後に上杉房顕によって築城され、のちに
上杉同士の内乱が発生し、家臣の長尾
景春によって五十子城は滅ぼされまし
た（長尾景春の乱）。
足利（古河公方）対上杉の戦いから、関
東を二分する戦へと発展していきました。
28年続いた五十子合戦（享徳の乱）を
終息させたのが、太田道灌です。
享徳の乱は、滝沢馬琴の長編大作『南
総里見八犬伝』の下敷きともいわれて
います。

応仁の乱よりも先に、関東
から戦国は始まり、その関
東とは、ここ本庄市五十子
のことです。



雉岡城 （八幡山城）

雉岡城は、関東管領山内上杉
氏によって、1460年児玉に築
かれましたが攻められやすい
地形ということから、1467年
に群馬県藤岡市の鮎川沿いに
建て直したのが平井城、という
説や、すでに1438年に憲実
によって平井城は築城されて
いたという説もあります。

平井城



城山館敷地内にある
本庄かるた

「 桑茂る
五十子合戦
古戦場 」

く



お稲荷様があるので、五十子古城図
には「稲り」とある所かと。図には、西
側が堀りで、北に「大手」とあります。

てんぐ茶屋と、隣の城山館のところが上杉（五十子）陣の本丸でした

「五十子陣（城）」の建築年代は1457年頃と推定され、長尾景春の乱に
よって解体されるまで約20年間、上杉方の本営が置かれていました。
昭和30年頃までは土塁の一部が残っていました。

ちなみに、足利持氏の本拠地は、古河です。



五十子城は高低差５ｍあったので、だいぶ上り坂です
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女堀川 どこまでも続く 田園風景 （10月初旬に撮影）先に見えるのが二の橋

元小山川改修記念碑
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寂度山往生院利益寺
真言宗豊山派 宝暦9年（1759）建立

住職 尊海師
本尊（秘仏）阿弥陀如来像は武州八
幡山（児玉町）の石工 安兵衛の作心の静まり。 衆生の極楽往生という阿弥陀如来のご利益を顕したもの



樹
齢

４
５
０
年

浅
間
神
社
に
は
、
天
正
年
間(
15
73

～
92)

早
野
半
兵
衛
に
よ
り
創
建
と

あ
る
。
銀
杏
の
樹
齢
か
ら
見
る
と
、

こ
の
説
が
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
す
が…



鵜森 浅間神社
当社と利益寺を名主の早野半兵衛が1573～1592年に建立したと伝えられて
いますが、「児玉郡誌」によると、五十子城砦の要害の地であることから、寛正年
間（1460～1466）に上杉房顕の奥方の梅沢御前がその守護神として勧請し、
社殿を建立した、とあります。100年以上前のこととなります。

ご祭神…木花咲耶姫命（このはなのさくやひめのみこと）
天照大神の孫の夫人、海幸彦・山幸彦らの母親



木に覆われているので見えずらいの
ですが、高さ10ｍの塚の上に鎮座し
ています。
かつてはもっとおおきな杜で、そこに
は鵜が生息していたことから、鵜森と
いう地名になりました。



曹洞宗 雷雲山増国寺

五十子とは？

松陰西堂… 五十子合戦の回想録『松陰私語』を書いた人物。
永享１０年（１４３８年）生まれ

新田家の先祖累代の墓がある太田の長楽寺に入り、後に足利学校で学び、
岩松家の陣僧になって、戦の指揮をしたと思われます。
太田道灌とかたい約束を結んだ友（盟友）です。
公方成氏と、関東管領上杉氏が対立抗争する15世紀後半の享徳の乱の
体験を記した『松陰私語』五巻は、大変貴重なものです。

五十日祝い…健全な成長を祈願するお宮参
りのこと。一般的には生後一か月ですが、地方
によっては男子は50日目、女子は５１日目に
参拝します。
『北武蔵名跡志』によると、「雅言集覧」や
「和訓栞」などに、五十日をいかとよめるは、
子生まれて五十日目に祝うこと也と云う」と
あって、「この村名も其意にて、日の字を略し
か」とあります。



江戸に近いほうが漢字
遠いほうがひらがな

川の水が濁らない
ようにひらがなでは
濁点をつけない

日本橋が起点になります。
（国土交通省道路定義）

「日本橋」の文字は第１５代
将軍徳川慶喜が書いたものです。



こちらは二の橋、トゲウオ 又は
ムサシトミヨ

１７号沿いにあ
ります。



ムサシトミヨ

本庄市の花…月見草



五の橋 小島
橋に名前がついていません。

（四の橋はありません。）

三の橋 諏訪町

国道17号にかかる橋
は、岡部から本庄に
入ってすぐ一の橋、上
里の手前で五の橋。



ここでトイレ休憩です。

こころよく貸してくだ
さいました。
今までは予約をすれ
ば見学ができました
が、コロナ対策で今
はできません。

集合写真だけは撮ら
せていただけます。

トゲウオ
（ムサシトミヨ）
のモチーフ



本多静六（埼玉県出身、日本初の林学博士－明治神宮の森の造営などで功績があった）博士
の自然の力を活かした森づくりの考えを取り入れています。
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ムサシトミヨ 絶滅危惧種、天然記念物

体長3.5～6cm オスが小鳥のような巣を作り、子育てをする。

背ビレ、腹ビレ、尾ビレにとげを持ち、身を守るときに
とげをだす。

冷たい湧水地で水草があるところに
棲息

水温10～18℃に棲息

9
月
29
日
撮
影





小山川の水を修景池
に引き込み、浄化して
また小山川に戻しま
す。
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下の川が「志戸川」旧「死度川」、 右上の川が「小山川」旧「身馴川」

ここで２本の
川が合流し
ています。
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東五十子から出土した
１５世紀、五十子合戦
の頃のものです。



おはようございま～す

秋晴れのハイキング日和です。

まずは、準備体操から…
すがすがしいですね～

体操をしているこの場所が
まさに五十子城の本丸があった
ところです。

てんぐ茶屋の西
にあるお稲荷様



本庄かるたの五十子城跡の紹介



鵜森地域をひとまわり。 稲刈りも終わって、すっかり晩秋の景色です。



利益寺の大イチョウ、樹齢450年

「ご利益がありますように…」
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11月16日 快晴 第2グループ

今日も天気に恵まれ、暑いくらいでした。
住み慣れたところだけどこんな所があったんだ、とか、こん
な歴史があったなんて知らなかった、などの声が多く、案内
をする私はそんな声が聴けるのが嬉しくて、秘かに達成感
に包まれます。
マスクが本当に息苦しいけれど、開催できて良かったです。













お し ま い
全行程およそ６ｋｍです。


